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研 究 分 野 皮膚科学

研究キーワード アトピー性皮膚炎、円形脱毛症、皮膚悪性腫瘍

研 究 内 容 ＜アトピー性皮膚炎＞
＊アトピー性皮膚炎の病態の3つの主要な側面である「アレルギー炎症」「皮膚バリア機能」「痒み」
の相互関係について研究を行ってきた。特に、タイプ2サイトカインが角層透過性バリア機能に負の
影響を及ぼすことは世界に先駆けて示してきた。

＊角層ｐHの異常のアトピー性皮膚炎の病態にお
ける重要性と治療・予防法への応用
＜円形脱毛症＞
専門外来における多数の患者診療を通じて治療法
の向上に努めている。
＜皮膚悪性腫瘍＞
高齢者にも耐え得る、安全で有効な治療薬の開発
を目指して、癌細胞株を用いた研究を推進中である。

研 究 業 績・
アピールポイント

アトピー性皮膚炎の病態研究では、特に、タイプ2サイトカインが角層透過性バリア機能において重
要な角層セラミド産生に負の影響を及ぼすことを世界に先駆けて示してきた。この成果は、皮膚科
学分野のトップジャーナルであるJournal of Investigative Dermatologyにおいて注目すべき知
見として紹介され、また、免疫アレルギー学のトップジャーナルである、Journal of Allergy and 
Clinical Immunologyの総説の共著者として報告した。現在も、アトピー性皮膚炎の病態研究につ
いての報告を継続している。
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